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要旨:植 物性食品におけるアレルゲンの数は多 く,そ のアレルゲンは複雑である。ラテックスにおけるアレ

ルゲンを研究する過程で,こ れ らめ植物性 アレルゲンの多 くは生体防御タンパ ク質に関連 し,そ の一種であ

る14種 類の感染特異的なタンパク質のうち,6種 類のタンパ ク質群がアレルゲンと関係 していることが提

唱されている。 また,多 くのアレルゲンはプロテアーゼ/α-ア ミラーゼインヒビターなどの生理活性 タンパ

ク質群にも分類 され る。最近,ア スパラギン結合型糖鎖がその糖鎖を有するアレルゲ ンにおいて共通エ ピ

トープ となることが指摘されている。
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わが国においては,卵,牛 乳,コ ムギ,ソ バ,エ ビ,

ピーナッツは代表的なア レルギー食品で ある1)。現在,

アレルギーを誘発する食品およびアレルゲンは次々に明

らか に され てお り,明 らか に され たア レル ゲ ンは

WHO一IUIS(世 界保健機i関―国際免疫学会連合)に 登録

されている。一般に動物性食品におけるアレルゲンの数

はそれほど多 くないが,植 物性食品においては見いださ

れたアレルゲンの数 は多 く,複 雑 な様相 を示している。

しかし,ラ テックスにおけるアレルゲ ンの研究2)を契

機 として共通アレルゲン性 という概念のもとに,植 物性

アレルゲンはグループ化 されるようになった。現在,ラ

テックスには11種 類の アレルゲンが同定されてお り,

そのうち幾つかは生体防御タンパ ク質に属することが明

らかにされている。植物 は病原菌の感染や農薬などの化

学物質 による汚染など外部環境が悪化 したとき自らを防

御するために産生するタンパク質が生体防御 タンパク質

であるが,農 作物において明 らかにされている14種 類

の感染特異的なタンパク質(PRタ ンパ ク質)に ついて

はよ く研究 されている。Breiteneder&Ebner3)は これ

らのうち,6種 類のPRタ ンパ ク質がアレルゲ ンに関連

していることを提唱している(表1)。

6種 類:のPRタ ンパ ク質 のうち,PR-3型 タンパク質

に属するもの としてラテックスにおける強力なアレルゲ

ンHevb6.01の プロへベ イン4)が知 られてい る。本ア

レル ゲ ンのN末 端 側 にへベ イ ン と呼 ばれ るキチ ン結 合

ドメ イ ンが 存 在 し,こ の領 域 にIgE抗 体 結 合 性 エ ピ

トー プが局在 してい る。 アボカ ド5)や バ ナナ6)な どで見

いだ された主要 なア レルゲ ンはクラス1型 のエ ン ドキチ

ナー ゼで あ る ことが 明 らか に され たが,そ のN末 端 側

の キチン結 合 ドメイ ンはへベ イ ンときわ めて高 い相 同性

を示 し,し か も互 い にそれ らに感受性 を示す患者 の血清

中 のIgE抗 体 と交差性 を有 す る ことが立証 され て い る。

これ らの事 実 は,ラ テ ックスアレルギー患者 の多 くが同

時 に果物 や野 菜 類 に感 受性 を示 す,い わ ゆ る ラテ ック

ス ・フルー ツシン ドローム のお もな要 因 はへベ イ ン ドメ

イ ンが共通 エ ピ トープ として機能 す るこ とによる もので

ある ことを示す ものであ る。

シラカバ 花粉 の主 要ア レル ゲ ンで あるBetv1にi類 似

した タ ンパ ク質 はPR-10型 タ ンパ ク質 のグ ループ に属

す る。果物 を摂取 した とき口内で生ず る湿疹,い わ ゆる

口腔 ア レル ギー の主要 な原 因物 質 も このPR-10型 タ ン

パ ク質 であ る7)。Mald1(リ ン ゴ),Pyrc1(ナ シ),

Pruav1(ス イ ー トチ ェ リー)な どが知 られてい る。 こ

れ らBetvli類 似 ア レルゲ ンはそれ ほど相 同性 は高 くな

いが,互 い に交差性 を示す ことが明 らか にされてい る。

また,PR―14型 タ ンパ ク質 に属 す るア レル ゲ ンとして

1ipidtransferprotein8)が 知 られてい る。本 タ ンパ ク質

は リン脂質 やガ ラク ト糖 脂質 を細胞壁 に移送 して蓄積 す
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ることにより生体防御に働 くと考えられている。 また,

本 タンパク質 は90か ら95個 のアミノ酸残基か らな り,

4組 のジスルフィド結合 を有 し,温 度やpH変 化に抵抗

性 を示す きわめて安定なタンパク質である。 このグルー

プに属す るタンパ ク質 は50%以 上 ときわめて高い同一

性 を示 し,最 近見いだされているアレルゲンの多 くがこ

のグループに属する。

以上のアレルゲンはPRタ ンパ ク質に関連するもので

あるが,そ のほかの生理活性 を有するアレルゲンとして

は,表23)に 示 した ように,プ ロテアーゼ/α一ア ミラー

ゼインヒビター,ペ ルオキシダーゼ,プ ロフィリン,種

子貯蔵型タンパク質ならびにチオールプロテアーゼなど

がある。 これらのうち,プ ロフィリンに属するアレルゲ

ンは数多 く見いだされている。プロフィリンは細胞骨格

におけるアクチンフィラメン トのネットワーク形成 にお

いて重要な働 きをす るアクチン結合性 タンパ ク質で あ

る。シラカバ花粉において見いだされたBetv2は 最初

に見いだされたプロフィリングループのアレルゲンであ

るが,こ れらプロフィリンはセロリ ・ヨモギ ・香辛料 シ

ンドロームを引き起 こす原因物質のグループであること

が明 らかにされている9)。

最近,タ ンパク質の糖鎖 とIgE抗 体 との反応性 に関

する論文が多数報告されている。一般に,植 物における

糖 タンパク質の糖鎖はアスパラギ ン結合型糖鎖で ある

が,そ の糖鎖はアセチルグルコサ ミン,マ ンノース,キ

シロースならびにフコースなどか ら構成 され,き わめて

単純 な構造 をして いる。著者 ら10)も大豆 ア レル ゲ ン

GlyrnBd28Kに おける糖鎖がそれに感受性 を示す患者

血清中のIgE抗 体 と強 く反応することを認 めている。

この他,小 麦やオ リーブ花粉 におけるアレルゲンに関 し

て同様な現象が見いだされている。 このように,糖 鎖が

IgE抗 体 と反応することは植物性 アレルゲンにおける糖

鎖が共通エ ピトープとして働 くことを示唆している。 し

かし,現 在,糖 鎖 に特異的なIgE抗 体の存在 は,臨 床

的にアレルギー と診断す るにあたっては,慎 重に判断す

る必要があると考 えられている。

以上,植 物におけるアレルゲンについて概観してきた

が,・今後IgE抗 体結合性 エピ トープレベルでの解析 が

進展 し,こ れ らのアレルゲンの理解がより深 まることが

期待 される。
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Summary : Allergens in plant foods are extremely complicated. In the course of investigation of the allergens 
in latex, most of the allergens in plant foods have been shown to be involved in defense-related proteins, 

particularly in six of the fourteen well-known pathogenesis-related proteins. Also many other allergens are 
classified into bioactive proteins such as protease/a-amylase inhibitor and seed storage proteins. Recently, 
asparagine-linked sugar chains have been found to be common epitopes in allergens that possess their sugar 
moieties.
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